
さ
く
ら
て
ん
し

ぎ
ん
な
ん　

ぎ
ん
ち
ゃ
ん

し
い
た
け　

た
け
ち
ゃ
ん

ゆ
ず
ぼ
う
や

フ
ラ
フ
ラ　
フ
ラ
く
ん

あ
じ
さ
い
ひ
め

森
の
モ
リ
く
ん

物
部　
ア
ユ
ち
ゃ
ん

龍
河
洞　

リ
ュ
ー
く
ん

瀧
の
シ
ブ
キ
ち
ゃ
ん

さ
ん
れ
い　

さ
ん
ち
ゃ
ん

土
佐
打
刃
物　

タ
ン
ち
ゃ
ん

か
り
か
り　

モ
モ
コ
ち
ゃ
ん

や
な
せ
た
か
し

Ｃ

　
◆
ろ
ば
み
み
子
育
て
講
演
会

【
日
時
】

２
月
４
日
（
火
）
10
時
〜
12
時

【
場
所
】
プ
ラ
ザ
八
王
子

※

参
加
無
料

【
演
題
】
お
母
さ
ん
は
ス
ゴ
イ

【
講
師
】
藤
本
裕
子
さ
ん
（
お

母
さ
ん
業
界
新
聞
編
集
長
）

託
児
あ
り
（
要
予
約
）

【
締
切
】
１
月
25
日（
土
）

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

子
育
て
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ろ

　物部町大栃の背後、大森

山には、戦国時代に山崎城

があった。大栃からの道は

なだらかであるが、山崎や

塩集落からの道は急坂にな

っている。

　塩峯公士方神社や、城八

幡、歌姫神社もあって、槙

山川筋や上韮生川筋を抑え

る要所であったと考えられる。

　鎌倉幕府の末期、元弘の乱（１３３２年）で、後

醍醐天皇が隠岐に、尊良親王が幡多郡に配流され

た。親王の御息所賀良歌姫が、身重の体で親王を

訪ねる旅の途中、祖谷で出産をして亡くなられ、

祀られた神社を「歌姫様」と呼ぶ。この神社を分

祀したのが山崎歌姫神社である。子授け安産の神

として、信仰厚く、終戦前まで参拝者で、にぎわ

ったようである。

　中継所の上が城跡

で城八幡が祀られて

いる。２０坪ほどと

狭く見張所かノロシ

台であったのではな

いかと思われる。安

政３年（１８５６）に

造られた四角池と呼

ばれる手水石鉢や大

正初期の狛犬があ

る。山崎氏は、京

から安芸郡東部に

下り、地名を姓と

して長宗我部氏に

従った。山崎家文

書では、永禄３年

（１５６０）長浜の

合戦で本山氏を破

り、元親初陣としても知られるが、韮生衆※は大

いに働いたようで、国親から相続安堵状が出てい

る。「韮生衆の忠節を認め、代官野中貞吉に申し

付けてあるので、これからも忠節を尽くせ」とい

う主旨である。特に山崎勘解由左衛門山重の働き

は抜群だったようで、ご加増があって、高尾・天

王・水通・則友・桑の川までもが大字山崎である

のは、これの名残である。山重は讃岐に討死し、

長男玄蕃丞盛高は、豊後戸次川の合戦に倒れた。

家族を、地域を守るため、新参者は先陣を勤めな

ければならなかった

ともいわれる。戦乱

の世に生きた先人を

しのぶ絶好の城跡で

ある。

　　　(香美史談会）

※香北町・物部町の一

　部を韮生といった。

ば
み
み

ro
b
am
im
i6
8
3
3
@
so
ftb
an

k
.n
e.jp

☎
080
・
６
３
９
３
・
１
４
０
６

（
受
付
時
間
は
平
日
14
時
〜
18

時
）

◆
音
声
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
た
び
び
と
は
、

視
覚
障
が
い
の
あ
る
方
の
た
め

に
『
広
報
香
美
』
の
音
声
訳
活

動
を
し
て
い
ま
す
。
希
望
さ
れ

る
方
は
養
成
講
座
全
４
回
の
受

講
を
お
願
い
し
ま
す
。
活
動
に

は
簡
単
な
パ
ソ
コ
ン
の
操
作
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

【
日
時
】
２
月
１
日
（
土
）
、

２
月
２
日
（
日
）
、
２
月
15
日

（
土
）
、
２
月
16
日
（
日
）

※

い
ず
れ
も
13
時
20
分
〜
15
時

30
分

【
場
所
】
プ
ラ
ザ
八
王
子

【
料
金
】
千
円
（
資
料
代
）

【
定
員
】
６
人
（
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

【
申
込
方
法
】
『
音
声
訳
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
申
込
』
と

記
載
し
①
住
所
②
氏
名
③
電
話

番
号
を
明
記
の
上
、
郵
送
・
Ｆ

　

今
年
10
月
に
タ
イ
の
バ
ン
コ

ク
か
ら
来
ま
し
た
。
バ
ン
コ
ク

の
泰
日
工
業
大
学
で
物
理
の
教

員
と
し
て
働
い
て
い
ま
し
た
。

現
在
は
高
知
工
科
大
学
電
子
・

光
の
古
田
研
究
室
で
ナ
ノ
テ
ク

工
学
の
材
料
に
関
す
る
博
士
論

文
を
書
い
て
い
ま
す
。

　

香
美
市
は
自
然
に
恵
ま
れ
た

美
し
い
町
で
、
静
か
な
環
境
は

研
究
生
活
に
は
最
適
で
す
。
こ

こ
で
の
暮
し
は
３
カ
月
ぐ
ら
い

で
す
が
、
皆
さ
ん
、
バ
ン
コ
ク

や
タ
イ
料
理
に
興
味
関
心
を
持

っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
て
う
れ
し

い
で
す
。
先
日
も
『
タ
ン
ブ

ン
』
に
つ
い
て
質
問
を
頂
き
ま

し
た
。
『
タ
ン
ブ
ン
』
は
日
本

語
で
は
「
徳
を
積
む
」

と
訳
し
ま
す
が
、
寺
院

や
お
坊
さ
ん
に
寄
進
す

る
こ
と
な
ど
で
す
。
タ

イ
で
は
年
に
何
回
か
大

規
模
な
１
万
人
の
お
坊

さ
ん
に
よ
る
『
タ
ン
ブ

ン
』
が
開
か
れ
ま
す
。

　

私
の
お
薦
め
す
る
タ

イ
の
見
ど
こ
ろ
は
ま
ず

バ
ン
コ
ク
に
あ
る
エ
メ
ラ
ル
ド

寺
院
で
す
。
王
宮
の
敷
地
に
あ

り
、
美
し
い
仏
様
が
本
尊
と
し

て
ま
つ
ら
れ
て
い
ま
す
。
次
は

チ
ェ
ン
マ
イ
の
イ
ー
ペ
ン
と
い

う
水
祭
で
す
。
全
国
的
に
陰
暦

12
月
の
満
月
の
夜
、
水
祭
が
行

わ
れ
ま
す
。
チ
ェ
ン
マ
イ
の
水

祭
で
は
灯
ろ
う
を
模
っ
た
山
車

が
優
雅
に
街
を
パ
レ
ー
ド
し
ま

す
。
す
ば
ら
し
い
光
景
で
す
。

　

タ
イ
は
ビ
ー
チ
リ
ゾ
ー
ト
に

も
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
プ
ー
ケ

ッ
ト
か
ら
湾
を
隔
て
て
東
側
に

あ
る
ク
ラ
ビ
は
切
り
立
っ
た
岸

壁
・
エ
メ
ラ
ル
ド
色
の
海
・
熱

帯
ジ
ャ
ン
グ
ル
・
点
在
す
る
130

も
の
小
島
が
あ
り
、
魅
力
に
あ

ふ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
訪
れ
て

み
て
く
だ
さ
い
。

　

私
は
こ
れ
か
ら
約
３
年
香
美

市
に
い
ま
す
。
皆
さ
ん
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

香美史

記訪探
第５４回
山崎城跡
　（物部町山崎）

80

　　 　　　
ジ
ャ
ン
ト
ン
・
ウ
ド
ー
ン　　　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
タ
イ
・
バ
ン
コ
ク
）
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　今月満１～３歳の誕生日を迎える

お子さんを紹介します。

ひ
め

く
ん

コ
ち
ゃ
ん

　今月満１～３歳の誕生日を迎え

お子さんを紹介します。

おたんじょうび
おめでとう

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

掲　

示　

板

※○は土佐山田町、○は香北町、○は物部町です。香山 物

Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か

で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

【
締
切
日
】
１
月
20
日
（
月
）

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

〒
780－

０
０
２
１　

高
知
市
中

秦
泉
寺
365
番
地
２

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
た
び
び
と　

濱
田

☎
080
・
３
１
６
８
・
８
８
２
４

☎
０
８
８
・
８
０
３
・
９
２
８
８

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
用
）

onny
aku08@

y
ahoo.co.jp

◆
９
月
号
の
感
想

（
第
41
回
か
み
か
み
ク
イ
ズ
応
募
か
ら
）

カ
ラ
ー
印
刷
や
写
真
が
以
前
よ

り
多
く
、
見
る
の
が
楽
し
み
に

な
り
ま
し
た
。

◇　
　

◇　
　

◇

香
美
市
も
広
く
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
の
行
事
を
知

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
三
大
夏

祭
り
も
土
佐
山
田
ま
つ
り
し
か

行
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

み
ん
な
の
笑
顔
が
と
て
も
ス
テ

キ
で
元
気
に
な
れ
ま
し
た
。
地

域
安
全
ニ
ュ
ー
ス
は
、
す
ご
く

参
考
に
な
り
ま
す
。
最
後
の
ペ

ー
ジ
の
『
〜
ほ
っ
と
〜
』
の
絵

は
、
ど
な
た
の
描
い
た
絵
で
し

ょ
う
か
。
本
当
に
ほ
っ
と
し
ま

す
。
広
報
で
紹
介
を
お
願
い
し

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

『
〜
ほ
っ
と
〜
』
は
、
広
報
委

員
の
一
人
が
描
い
て
い
ま
す
。

今
年
は
午
年
。
特
集
に
登
場
し

た
さ
く
ら
丸
は
、
古
く
、
香
南

市
赤
岡
町
か
ら
物
部
町
へ
塩
を

運
ぶ
た
め
に
整
備
さ
れ
た
『
塩

の
道
』
の
馬
を
モ
デ
ル
に
し
た

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
。
物
流
と
共
に

文
化
や
人
の
交
流
が
生
ま
れ
ま

し
た
。
昨
秋
、
新
国
道
が
開
通

し
た
香
美
市
。
実
り
あ
る
一
年

に
な
り
ま
す
よ
う
に
。（
細
木
）

たからしんのう

まつ

き

ぶん

かげゆざえもん

こまいぬ

しおのみねくじかたじんじゃ

　　
(山田高校マンガ部)

E

E

れるが、韮生衆※は大

ら相続安堵状が出てい

山崎城跡八幡宮

るイ規さンイ

山崎歌姫神社

大栃小 文

物部町大栃

至　

香
北

至

香
北 国

道１
９５
号

●

山崎城跡
掲載を希望される方を募集していま

す。詳細はお問い合わせください。

申し込みは誕生月の前月１日まで 。 

      総務課    ☎５３－３１１２問

や
な
せ
た
か
し

Ｃゆ
ず
ぼ
う
や

ご応募をお待ち

しています

物部物部物部町大町大町大町大栃栃栃栃部物部物部物部物

大栃小小大栃栃小 文文

号号５号５号

●●

崎城跡山崎

公士方神社

自
ら
生
け
た
花
の
前
で

▼

答

う
ま

か
た
ど

だ  

し
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